



























































































































2010 年から 5 年間、私は 21 世紀社会デザイン研究科の教授を務めることになった。
私の前任者の北山晴一先生から問答無用のような誘いを受け、そうせざるをえない状
況に陥ってしまったのだけれど、学生さんたちとの関係で役割をこなしていくのも悪
いものではなかった。もっとも本当に役割をこなせたのかどうかはよくわからない。
案外学生さんたちや先生方の方が、私の居場所をつくるための役割をこなしてくださっ
ていたのかもしれない。
